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　１ ．火カ発電所の概要

　水力 、汽力 、内燃力｛ガスタービン 、ディーゼ

ル）、 原子力など多くの発電方式があるが、このうち

火力発電と呼ばれるのは汽力、内燃力などで、近年

ではこれらを複合した発電方式もある 。

　このように様々な形態がある火力発電所ではある

が、 今回はその代表的な例として、汽力発電所につ

いて主に説明することとしたい 。

　一般的な汽力発電のしくみは図１に示すように 、

重油や原油、ＬＮＧの他、石炭などを燃料としてボイ

ラで発生させた高温、高圧の蒸気を便用して蒸気タ

ービンを回転し、蒸気ターピンに直結された発電機

により電気を発生するものである 。

　１－１　燃料系統

　重油や原油、ＬＮＧは、船によっ て輸送されるもの

と隣接する石油会社等からパイプラインによっ て受

け入れるものがあり 、一部を除き一旦タンクに貯蔵

され、必要に応じて加熱してポイラヘ送り 、バーナ

で噴霧状にして燃焼させる 。

　石炭についてもほぽ同様の系統で、」般的には 、

揚炭設備により海上より陸揚げし、石炭サイロに貯

蔵後、ベルトコンベアで微粉炭機に送り 、細かく粉

砕してバーナで燃焼させる
。

　１－２　ボイラ系統

　火力発電所にあるボイラの種類は、ドラム型と貫

流型に２分される 。
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図１　火力発電所の概要
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　ドラム型は、バーナ、火炉、蒸発管、ドラム 、過

熱器、再熱器等によって構成されており 、貫流型は

ドラムが無く蒸発管と過熱器が直結した構成とな

る。

　水および蒸気の系統は、給水ポンプによってボイ

ラヘ送られてきた水が、節炭器で加熱され、蒸発管

で蒸気となり 、過熱器でさらに過熱されてタービン

ヘ送り出される
。

　蒸発過程において、ドラム型は蒸発管で加熱され

た蒸気と水の混合体がドラムに集まり 、ドラム内で

水と蒸気に分離されて、蒸気は過熱器に至り 、水は

蒸発管へ再循環する。また、貫流型は、ボイラに送

り込まれた水が蒸発管を通る間に全て蒸気となって

過熱器に至る
。

　１－３　タービン系統

　ボイラの発生蒸気は、タービン入口にある主塞止

弁をとおり 、調速装置と連動した蒸気加減弁によ
り、 ターピンヘの流入量が制御される

。

　ターピンヘ入った蒸気は高圧、中圧、低圧各部で

仕事を行い、復水器で海水により冷却され、再び水

に戻り 、ボイラ給水として使用される
。

　この他に、熱効率向上目的の給水加熱器や、水の

純度を高めて水質による障害を防ぐための給水処理

装置など、図１には示していない多種多様の設備が

あり 、各設備問には系統の隔離や圧力または流量を

調整するためのバルプが多数設置されている
。

　２ ．火力発電所で使われる主なバルブ

　前述のとおり 、火力発電所に使われるバルプと言

っても多岐に渡るが、形式上から分類すると 、一般

弁として仕切弁、ヨＥ形弁、二一ドル弁、Ｙ形弁、ア

ングル弁、逆止弁、バタフライ弁、ポール弁、ダイ

ヤフラム弁、コック弁などがあり 、特殊弁として安

全弁、減圧弁、スチームトラッ プなどがある。なお
、

図２から図１ユにその代表的な構造を示す
。

　呼び径としては 、１５ｍｍ以下の計器用弁から
２，０００ｍｍを越える海水冷却水系統弁まで、使用温度

はＬＮＧ系統で使用される一１６４℃から 、高温蒸気系統

で便用される約６００℃まで、使用圧力は真空から約

３４ＭＰａまでと非常に広範囲に及ぶものであ乱

　また近年では省力化の観点から、発電プラントの

起動停止に開閉しなけれぱならない弁は、殆どが電

動化などによって遼隔操作が出来るようになってい

る。

　３ ．事業用火カ発電所を取り巻く状況

　１日の負荷は生活および産業活動などに伴って絶

えず変動しているが、その負荷調整は各電源の適性
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から 、原子力および一般水力はべ一ス負荷、火力は

ピークおよびミドル負荷、揚水などはピーク負荷を

分担している 。図１２は、その状況を模式的に表した

ものである
。

　つまり 、火力発電所は、昼間に運転し、夜聞や週

末は停止するＤＳＳ（ＤａｉｌｙＳｔａｒｔｕｐａｎｄＳｈｕｔｄｏｗｎ〕、

ＷＳＳ（Ｗｏｅｋ１ｙ　Ｓｔ酊ｔ　ｕｐ　ａｎｄ　Ｓｈｕｔ　ｄｏｗｎ〕運用を実

施しているものが多いのが実態である
。

　関西電力の例で見ると 、Ｈ１３年度末の状況では
、

設備構成比率は火力が５２％を占めるが、発電電力量

としては図１３に示すとおり原子力が５３％を占め乱

　このことからも 、火力発電所の運転時問が少なく

なっ てきていることが、理解頂けると思う 。

　また、図１４は年間の負荷分担として電源別に模式

的に表したものであるが、火力発電所の中でもピー

ク負荷を分担する発電所と 、ミドル負荷を分担する

発電所の運転時閥に歴然とした遺いがあることがわ

かる
。

　発電所の運用優先順位は、送電系統構成上の特別

な条件が無ければ、経済性から決められる 。重油や

原油を燃料とする火力発電所は、その優先順位が低

く、 電力需要が低迷する昨今では、ピーク火力とし

て夏場を除いては長期休転状態にあり 、ＬＮＧや石炭

を燃料とする火力発電所はピークまたはミドル火力

として、ＤＳＳやＷＳＳを頻繁に行っている 。

　４ 、パルブメンテナンスの状況

　電力の自由化については益々拡大される方向で議

論が進められており 、電力業界においては、従来に

増してメンテナンスコストの削滅に取り組んでいる

ところであ乱そのような状況の中で、最近メンテ

ナンスコストの削減のために取り入れられた新しい

考え方について説明する
。

　４－１　従来のメンテナンス

　高度成長期においては、需給逼迫と高稼働によ

り、 全てに高晶質が求められたことから 、図１５に示

すような標準点検周期を定めて、全火力発電所一俸

的に点検を行い、供給力確保に万全を期することが

一般的であ った
。

　４－２　最近のメンテナンス

　４皿２－１　ＲＢＭ手法の導入

　従来の全火力発電所の一律な点検では、発電所の

信頼性は高いが、同時にメンテナンスコストも高い
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ことになる。したがって、ＱＣバランスをより重要視

した保全計函によっ て、 メンテナンスコストを削減
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犬分獺 中分掘　　　　小分鶉 分解．卓検周期 伽考

蒸気加拭弁他 ２年

蒸気ターピン殻＾
高圧弁

高使用願産弁 ２年

その他 ！年 殻伽数のユ■６程産

海水系統設価
夫口握弁 王年 海永智内からの目視点横

その他 ヨ年 股伽鼓の］■呈程産

安全弁、リリーワ弁 ４年 股偏数の１■；程度

温水揮水設傭峡１〕 副御弁 ２年 醍伽敦の１ノー程度

その他 王年 股伺敏の１■｛理度

拾水刷御弁他 呈年

高圧蛤水加軌器出入□弁 ４年 股偏致の１■王程度

高憧用鶉度弁 王年

汽管水智股偏峡２〕 主要ドレン弁他
その他 ２年 股捕鼓の１■昔程度

抽筑弁 ２年 股捕鼓の］■’程度

安全弁、リリー７弁 昔年 股欄散の１■！程度

その他股伽 呈年 誼備数の１■１｛ユ■筥程度

（蝋１〕温水浄水醍伽１給水加軸器、脱気器、給水担理装口等

悩；）汽笹水告股杣： 蒸気配管、給水配昔等

　　　　　　　　　　図１５　従来の弁標準点検周期の例

図１７　リスクマトリックス

するために、ＲＢＭ（リスクベースメン

テナンス）手法等の新しい考え方を導

入する火力発電所が多くなっ てきてい

る。

　４－２－２　ＲＢＭ手法の概要

　ＲＢＭ手法とは、システム（製造ライ

０「被害の夫きさ」の指標

　● 安全性

　災害発生、環境への影響
　● 品質

　発冒品質への影響
　■コスト

　機器補修費用
　■ 復旧期問

　携器停止期問

＠「故暗の起こり易さ」の指標

　● 故瞳胆歴

　不具合実竈
　● 故障対策の実施状況

　事故対策の水平展開有無
　■ 劣化傾向

　定期点横結果、劣化度合
　● 運用計画

　今後の稼働予想

図１６　ＲＢＭ手法の各指標

ン全体）の信頼性確保とコスト低減の両立を目指す

手法で、システムを構成する機器の持つリスクを評

価し、その大きさに応じて機器の保全計画を立案す

る手法である
。

　ＪＩＳにおいてリスクとは、「事態の確からしさ（ま

たは発生確率）とその結果の組合せ」と定義されて

いるが、これを火力発電所に当てはめた場合、「発電

所内における機器個 々の故障の起こり易さ」と「故

障が起きた場合の被害（発電品質等への影響）の大

きさ」の積によって表されることになる 。

需結逼迫 ・高隷ｏにより、全てに嵩品質が求められた

個｛の樹器の高品質の棚み童ねによる 、プラント全偉の

獺性硅保

全ユ＝外一律の保全基串で、償器点横，改怯を実施

貝則とＬて撹器傲＝全ての保全を糞施

握監則に韮づく保全叶画のウェイト大

全ユニットー律の保全基岬：基づき

横， 改悔を計画

　　　　　　　　　　　　▲
品門の基埠であり、　　１

検結果反映の必要性　　＝

少ない　　　　　　　１
　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　■

点横、改悔の実施

全樹器に対し同棋の保全を莫施するため、プラントの

順性は高いが保全コ朴も高い
口

鰯稼ｏ華の低下により，ｏｃパランスがより宜宴槻される
血

プラント全体に妻求される侶廟性を明確化Ｌた上で
、

これを担保Ｌ得る＾低限の投器保全を計画

櫨器の劣化状祝と今後の担用計剛＝基づいて
、

ユニ外毎に独器点検、曲悟内容を策定

Ｑ個別捜器のりスク評価に応じた保全の実施

＠菩拒データの定■評価による保全計画

定期点横データ、寿命評価テータの分析によ呵

リスク評価１＝応ヒた点横・改佑を計面

点桟詰果を都度

反映する仕組み

点検、曲悔の婁施げ一タの讐棚〕

各撮器のリスクに応じた保全が可能であるため、ブラン

トの信頼性を維持し在がらも、保全コ刈は安い
呵

図１８ＲＢＭ手法導入による保全の変革
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棲器Ｎ０ 口径 型式
定期点横結果概要（〕内は対応内容

○回 ■一１回 ｒヨ回 ｉ一ヨ回 皿一４回

■弁唾、弁伸シート面邊 ●弁箱内面ケラック吹 ■弁体弁囲シート面邊 ●弁体、弁座シート面曲 ●弁体、弁座シート面
食（弁座摺告せ、弁体 陥部削除ｊ 食個舎せ〕 み蠣蝿合せ〕 邊宜｛弁屈招合せ 、

主燕気智ドレン弁佐〕 蛆 ＾Ｎ 切削加工〕 ●弁座シート面ヘアーケ 弁体切削加工〕

■弁描内面ケーリ挿入部 ラツク併曲新蜆取替〕

金眉クラ ック〔切削加 ■弁体シート面擾食俳
工溶揺桂拮加工〕 体切削加工〕

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　１　　　－　　　１　　　１　　　■　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■ ■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■ １　　　■　　　’　　　’　　　’　　　’　　　’　　　’　　　一　　　’　　　一　　　’　　　一 一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一　　　■ 一　　　１　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　Ｉ　　　■

同　唖軸装■ 坦助
ステムナソト揺年串耗田 ●ステムナット喧耗傲 ステムナット控年距耗睨 ステムナット播年喧耗聞 ステムナット僅年匿耗
査 榊 査 査 胴査

●弁座シート面ヘアーク ■弁体、弁座シート面擾 ●井仏弁座シート面噛 ●井体、井厘シート面
ラッタ俳座新蛆取糊 食帽合せ〕 み何帽合せ〕 邊食｛弁厘把合せ 、

主話気昔ドレン弁佑〕 囲 ＾Ｈ
■ ●弁体シート面浸食併 弁体切削加工〕

体切削加工〕

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■　　　Ｌ　　　－　　　ｏ　　　一　　　一　　　■ ■　　　■　　　■ 一　　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　‘　　　‘　　　’　　　一 皿　　　Ｉ　　　　■　　　　■　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　一 ■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　一

同駆蜆装置 ■血
民テムナット程年庫耗蜴 ●ステムナ ット庫耗傲 ステムナ ット撞年崖耗岨 ステムナット揺年庫耗

■ 査 替〕 丑 開査

＾一 高温再熟毒気管ドレ｝弁 肥 Ｎ ■具＃なし …
■弁体、弁座シート面咀

■ み肛｛招告せ〕
●異當なＬ

’　　　’　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　■ ■　　　■　　　　■　　　■ ■　　　■　　　１　　　１　　　■　　　１　　　■　　　１　　　■　　　■　　　１　　　’　　　Ｌ ’　　　’　　　’　　　’　　　’　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■ 一　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　’　　　’　　　’ ｏ　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■

同　唖軸装置 竈団
ステム十ツト堪年直耗謂 ●ステムナ ット応詰傲

■
ステムナツト裡年庄耗調 ステム十 ｝ト僅年瞳耗

査 智〕 査 胴査

Ｂ一 高温再軸燕気管ドレン弁 蛆 Ｎ ●異常なし ●異常なＬ 　　　　↓
　　　一　　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■

●異常なＬ ●異常なし

一　　　一　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■ ■　　　’　　　■　　　１　　　１　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　１　　　’ ’　　　’　　　一　　　’　　　１　　　’　　　１　　　’　　　１　　　■　　　一　　　１　　　一 ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　’　　　’ 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一　　　一　　　一

同　駆助塾固 電動
●ユテムナ ット瞠耗側 ステム十 ・ハ睡年腔耗蠣 ステムナ ソト揺年庫耗靱 ステムナ ット経年控耗

■苦〕 査 査 調査

＾■ ポイラ曲水ポンプ出□弁 １朋 ＷＯ
●弁樟ネシ部荒れ俳桂 ●井体入□側シート面噛 ●井厘シート面邊食燗 ●異常なし ■新顯取替〕 み伽咄含せ〕 合せ〕

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　Ｌ　　　止　　　…　　　１ ■　　　一　　　一 ■　　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　　■　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　■　　　’　　　’　　　’　　　’　　　■　　　一　　　■ ■　　　　■　　　一　　　一　　　一　　　■　　　　■　　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■

同　鋏動誼置 坦蜆 ■ヌテム十ツト串耗傲 ヌテム十ツト僅年腔耗調
ステムナット儲年宣耗” ステムナ ット硅年庫耗訓 ●ヌテム十ツト瞠耗

割 査 査 査 ＝取替］

Ｂ一 ポイラ給水ポンプ出□卉 １朋 ＷＯ … ●異常在Ｌ ●異常なＬ
■弁体、弁連入口籏シー

１ト噛み砲個合せ〕
■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　１　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　１ 止　　　Ｌ　　　１ １　　　■　　　一　　　一 ■　　　　■　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　一　　　Ｉ　　　　一　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　１　　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　１　　　■　　　　■ ■　　　■　　　１　　　１　　　１　　　■　　　１　　　■　　　■　　　１　　　Ｌ　　　ｕ　　　’ 皿　　　　皿　　　一　　　一　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■

同　唖助畦置 竈軸
ステムナット躍年庫耗酬 ●ステムナ ット庫耗峨 ステム十ツト僅年崖耗藺 ■ステムナット庫耗倣 ■ステムナ ット瞠耗
査 割 査 智〕 峨樹

■内井、弁唖シート面邊 ■内弁、弁座シート面邊 ■内弁、弁座シート面提 ●内弁、弁座シート面混 ■ケージガイド内監招
＾一 ポイラ儲ホホンブ

蝸 単座
亡帽合せ〕 宜個合せ〕 食｛招合せ〕 亡帽合せ〕 副蠣慨劇

出口圧カ舳伽弁 ●内弁ステム 、ケージ内 ●内弁ステム 、ケーテ内 ●内弁ステム 、ケージ内 ●内弁ステム、ケージ内

壁摺軸佃岬劇 壁招蜆蠣冊贈〕 崔肥皿蠣〔研唐〕 監招動何冊唐〕

●内弁，井座シート面竈 ●内弁、井座シート面浬 ■内弁、弁庄シート面邊 ●内弁、弁座シート面邊 ●ケージガイド内壁招
目一 ポイラ船水ポンブ

呂Ｂ 阜睡
亡帽合せ〕 食佃合せ〕 食燗合せ〕 食個舎せｉ 曲伽冊脚

出□圧カ缶］」御弁 ●内井ステム 、ケージ内 ■内弁ステム 、ケーリ内 ●内弁ステム、ケージ内 ●内弁ステム 、ケージ内

盈掴動伽冊副 壁招動ｏ冊富〕 壁摺動田慨劇 壁拮ｍ蠣伽脚

■内弁、弁厘シート琶
、
●内弁、弁座シート面

、
●内弁，弁由シート面 、

●内井、弁唾シー｝面 、
●内井、弁唾シート面

内弁キャピトール部浸 内弁キキピトール部邊 内弁キャピトール部邊 内弁キャピトール部邊 邊食噺品取苦〕

Ａ一 ポイラ措水ポンプ
食哺弁肉盛加工、弁 食｛内弁肉盛加工、弁 食｛内弁 ・弁座皿替〕 食＝肉盟加工〕

ミニマムワロー弁
佃 坤座 唾拙柚加工、ブラゲ部 唖棲柑加工〕

肉盛捕樹 ●シールリテーナ，ソフ
トシ■ト邊食噺品取
苦〕

■内弁、弁匪シート面
、
●内弁、弁座シート面 、

●内弁、弁座シート面 、
●内井、弁座シート面 、

●内弁，弁四シート面
内弁キキピトール都邊 内弁キャピトール部擾 内弁キャピトール部程 内弁キキピトール部擾 擾食噺品取替〕

日一 ポイラ描水ポンプ
食（内弁肉盛加工、弁 食伸弁肉哺加工、弁 食〔内弁 ・弁庄取牲〕 食哺盛加工〕

…ニマムフ日一弁
佃 単座 座硅杣加工、ブラゲ部 四撮柚加工〕

肉盛相惟〕 ■シールりテー十、ソワ
トシート混盆噺品聰
菩〕

＾一 高圧給水加軌器入口弁 螂Ｂ ＷＯ Ｌ ■異常なＬ
●井座シート面邊食｛摺 ●異常なＬ Ｌ合剖

１　　　一　　　一　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　１　　　　１ ■　　　’　　　’　　　■　　　■　　　Ｌ　　　■　　　■　　　１　　　’　　　Ｌ　　　皿　　　止 １　　　川　　　　…　　　一　　　一　　　Ｉ　　　　ユ　　　１　　　■　　　Ｉ　　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　一　　　一　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　１　　　　１　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　１　　　■　　　１ １　　　■　　　１　　　■　　　■　　　■　　　■　　　’　　　■　　　■　　　■　　　■

同　駆団珪日 坦団
ステムナ リト硅年崖耗詞 ステムナ ット鯉年崖耗躬 ステムナット僅年匪耗蠣

川 ■査 査 査

Ｅ一 高圧捨水加軌器入□弁 １朋 ｗＧ ●異常なＬ ●異常在Ｌ ■
●井体、弁鹿シート面咄

■み価帽合せ〕
’　　　１　　　’　　　Ｌ　　　」　　　皿　　　■　　　Ｌ　　　』　　　１　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　　■ ■　　　１　　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■ ’　　　■　　　’　　　一　　　１　　　１　　　’　　　１　　　■　　　■　　　１　　　止　　　■ Ｌ　　　－　　　１　　　１　　　」　　　Ｉ　　　　■　　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■ ■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　■　　　■　　　　■

同　用団蛙ｏ ■舳 ステムナ
ット僅年距耗 ヌテムナット挺年雇耗韻 ステムナ ・ハ軽年章耗訓 ●ステム十ツト瞠耗｛取

■肥査 査 査 替〕

＾一 宮圧紬ホ加軸器出］弁 １蛆 ｗｏ ■
■弁体、弁匪シート面咄 ●弁鹿，井体入□冊咄｛ ●異苗なＬ 一み何｛招合せｉ 何帽合せ〕

■　　　■　　　　■　　　一　　　　■　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■　　　■ ■　　　■　　　　■ ■　　　■　　　■　　　■ ■　　　■　　　１　　　■　　　１　　　■　　　■　　　１　　　１　　　１　　　’　　　■　　　■ １　　　一　　　■　　　一　　　■　　　一　　　一　　　■　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一 ■　　　　■　　　　■　　　一　　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　■ ■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　１　　　１　　　一　　　■　　　１　　　’　　　’　　　一 １　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■

同　駆蜆蛙ｏ ○団 ■ステムナット庫耗傲 ●ステム十ツト担耗岨 ステムナ＾庄耗峨替〕 ステムナ ｝ト経年膚耗
■ 割 替〕 胴査

Ｂ一 畠圧描水加嚥器出口弁 ］蝸 ＷＯ
●弁握ホジ部掴幅＝弁桿

●異常なし … ●異常なＬ 』取替〕
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同　唖勘蛙置 ■動
●ステムナ ット庫耗傲 ■ステムナ ット崖耗倣 ●．ステムナ ット膚耗傲 ●ステム十ツト匿耗

■割 善〕 替〕 唖智〕

図１９ 定期点検結果とその対応

（１９〕
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例えば図１６に示す評価指標と 、図１７に示すリスクマ

トリックスを組み合わせて使用することで、個々の

機器の状態や置かれた環境、発電所全体に対する位

置付けを総合的に判断して、個々の機器の持つリス

クの大きさをＡ～Ｄの４段階に分類することができ

る。

　このリスクの大きさに応じて保全を計画する、つ

まり 、リスクの高い機器は点検の強化などによって

リスクを低減し、リスクの低い機器は保金内容を削

減することによって、信頼性とコストの双方を勘案

した最適な保全計画の立案が出来ることになるもの

である
口

　ＲＢＭ手法の導入による保全の変革の概要は次の図

ユ８に示すとおり 、各機器の持つリスクに応じた保

全、 すなわち、プラント全体に要求される品質から

各機器毎に保全 コストを勘案した最適な保全を行う

ことで、ＲＢＭ手法導入前の個別機器の信頼性に重点

をおいた保全から脱却し、火力発電所全体としての

信頼性を維持しながらもメンテナンスコストを削減

することができるようになる 。

　４■２■３　ＲＢＭによるバルプ評価

　火力発電所のバルプは前述のとおり 、様々な環境

や運用状態があり 、その中には、高温、高圧下で使

用され、かつ、ユニットの起動停止の度に開閉動作

を繰り返すようなバルプもあるが、そのようなバル

プは、急激な温度変化による弁座の割れや、高差圧

による弁体の浸食が経年的に発生することがある 。

そのため従来の一律の保全基準では、全てのパルプ

が、 比較的短周期の定期俣全を実施していた
。

　しかしながら 、バルブ毎にリスクを評価すると
、

従来通りの点検をすべきもの、従来の点検周期を延

長できるもの、状態監視保全に移行できるものが明

らかとなり 、その結果としてバルブメンテナン．スコ

ストの低減が可能となってきている 。

　５ ．火カ発電所のバルブ不具合例

　図１９は、ある火力発電所の定期点検で発見された

不具合とその対応の実例である 。

　同種のバルブであっ ても 、環境や運用などの些細

な違いによって、不具合の起こっている頻度や程度

などが異なっている。言い換えれば、各パルプ毎の

きめ細かなリスク評価によるメンテナンスの計画が
、

信頼性を維持しながら 、メンテナンスコストを削減

することに有効であることが、ご理解頂けると思う
。

　６ ．今後の課題

　図１９をご覧頂くとバルブ本体の不具合以外に、バ

ルプに付随する駆動装置のステムナット摩耗による

不具合対応が意外に多いことが分かる
。

　これは前述したとおり 、起動停止時の省力化によ

る電動遼隔操作バルプの不具合であるが、ステムナ

ットの摩耗は、電動弁の構造および機能上、避ける

ことが出来ないのが現状である
。

　ステムナ ットが摩耗すると 、手動による開閉もで

きず、ＤＳＳやＷＳＳを頻繁に行う昨今では、この問題

が大きく 、摩耗量把握のためだけに点検を行うこと

もある。ステムナ ットを直接点検するためには、大

きな駆動装置全体を取り外す必要があり 、コストも

非常に高いものとなる
。

　駆動装置を取り外さずに簡易診断する方法とし

て、 ステムナ ット摩耗によるネジ部のガタッキの大

きさ度合いを、電動弁にセンサーを取り付けて検出

する方法や、手動操作でバルブを動かし、ステムが

動くまでのハンドル空転角を人手で読み取る方法な

どもあるが、いずれの診断方法も 、設備の設置や診

断によるコストも割高で、診断の精度が低いこと
、

診断に時間がかかることなどの間題点もあり 、全面

的な採用には至 っていないのが現状である 。今後
、

火力発電所の信頼性を維持しながら、更なるコスト

削減を図るために、より」層安価で精度が高い簡易

診断技術の開発が望まれている 。

　７ ．おわりに

　最近のメンテナンスの一例としてＲＢＭ手法を紹介

させて頂いた。ＲＢＭ手法の開発や導入には、一般的

に多大な労力を要すると言われるが、関西電力で

は、 比較的簡単に導入できる独自の手法を開発し 、

社内の全火力発電所に導入中である
。

　下記のホームページにも 、」部紹介しているの

で、 ご覧頂ければ幸いである
。

　　　　　　　　　　（原稿受付　２００３年１月９日）

関西電力株式会社

火カエンジニアリングセンター
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